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「ネットワークを結ぶ～阪神・淡路
大震災から１１年の被災地で～」
1995（平成7）年1月17日の阪神・淡路大震災から11年がたちます。震災に直面し、その後の復
興に取り組むなかで、私たちは多くのことを学びましたが、とりわけ痛感させられたのは、ふだん
からのご近所づきあい、人と人とのつながりの大切さです。
大震災でガレキの下から助けだされた3万5000人のうち、2万7000人は近所の人に救出されま
した。地域の人間関係が濃密な淡路では、それまでは「結婚で外から入った人は大変」といったマ
イナスの語られ方をすることも多かったのですが、どこのおばあちゃんがどこの部屋で寝ているか
までわかっているために、その日のうちに安否の確認が行われました。あとの避難所生活において
も、近所の人同士の関係が深い神戸の下町ほど、弁当や毛布の配給あるいは住民間のトラブルなど
に対し、自治組織がいち早くたちあがり、解決に取り組んでいきました。
人間関係の薄い新興住宅地でも、地域のいろいろな団体やサークルに所属していた人ほど、だれ
かが救出にかけつけてくれましたし、あとの生活においても心の励みになってくれました。危機の
大変さのなかで仮に1つの関係が切れても、他の関係が機能する、いうならば「人間関係のバック
アップシステム」がふだんからつくられていることが、災害時にも、災害後にも、さらに防災・減
災のためにも、どんなに重要かを認識させられました。
いま、信頼関係があれば、たとえば契約コストも、共同受発注も、共同開発も、ぎりぎりと書面
だけでつめていくより安くつき、産業の活性化にもつながるという意味で、経済の領域から広がっ
た「ソーシャル・キャピタル」という概念が、コミュニティや国際交流といった他の領域でも、注
目されています。関係性資産と訳されたりしていますが、いわば、信頼に裏打ちされた人間関係の
ことです。
被災地で、この「ソーシャル・キャピタル」の大切さを身をもって知り、実践してきたのが、多
くの女性たちでした。産学民官といったセクターを超え、見栄やカッコつけにとらわれず、人と人
との信頼関係を結ぶことによって、そして、その関係をてこに、抽象的な議論で堂々めぐりするよ
り、まず行動することによって、状況を打開してきました。
ネットワークとよく使われますが、その基本はセクターの如何や肩書きを超えた、個人と個人の
信頼関係です。そして、ネットワークが広がるところには、必ずインフォメーション（情報）とコミ
ュニケーション（対話）の結び目の役割を果たす、何とかつないでいきたいという熱い思いをもった
キーパーソンがいます。そんなキーパーソンとして、復興のために立ち上がってきた女性たちが、
志をともにする男性たちとともに、時代の大きな転換点でもある、震災ポスト10年をどう切り開
いていくのか、期待したいと思います。
プロフィール
現　　職 兵庫県理事 兼 自治研修所長
経　　歴 関西大学講師を経て兵庫県立女性センター初代所長
その後、生活復興局長、労働部長、復興総括部長、
県民生活部長を経て、現職
専門分野　教育行政学、社会教育学
著　　書 「火の鳥の女性たち」
（共著、兵庫ジャーナル社、2004年）など
平成17年度　国立女性教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』
事業予告・募集
2月6日∑から7日∏の1泊2日で、「女性関連施設等情報
ネットワーク研究協議会」を開催します。全国の女性関連
施設の情報担当者を対象に、60名の参加者を募集します。
今年度の研究協議会では、「男女共同参画の社会資源と
しての情報事業」をテーマとし、女性関連施設の情報事業
が男女共同参画に関わるさまざまな活動にどのように貢献
してゆくべきかを、パネル討議、ワークショップ、分科会
を通じて研究協議する予定です。
課題解決に向けた研究協議を行うとともに、情報担当者
間のネットワーク形成、情報検索・提供のスキルアップを
目指します。真冬の寒さの中での実施となりますが、参加
者の熱意ある取り組みによってホットな研究協議会になる
と期待しています。
実験プログラム（２月３～４日、３月17～18日）
人身取引を根絶するための国際シンポジウム
日　時：2月25日º 10時～17時　　　場　所：国連大学ウ・タント国際会議場（東京都渋谷区神宮前5－53－70）
参加費：無料（同時通訳付き） お申し込み：ホームページ http://www.nwec.jp/ からお申し込みください。
お問い合わせ：研究国際室　人身取引シンポジウム担当　電話 0493-62-6711 メール rese@nwec.jp
共　催： 外務省、IOM（国際移住機関）
女子学生のキャリア教育・就活支援者セミナー
日　時：3月2日∫～3日ª 場　所：独立行政法人　国立女性教育会館
参加者：大学・短大において女子学生のキャリア教育・就職支援に関わる教職員
参加費：9,700円（3月2日∫の宿泊費、資料代等込み）
お申し込み：ホームページhttp://www.nwec.jp/ からお申し込みいただくか、要項・参加申込書をご請求ください。
お問い合わせ：事業課
女性アカデミア21「どうする、団塊女性 ～主婦最盛世代のシルバー期」
日　時：3月11日º13：00～16：00
場　所：プレスセンターホール（東京都千代田区内幸町2－2－1日本プレスセンタービル10階）
内　容：基調講演　残間里江子　
データ紹介　中野洋恵（国立女性教育会館研究国際室長・主任研究員）
パネルディスカッション　パネリスト：残間里江子、岩上真珠（聖心女子大学教授）、石崎節子（国際女性の地位協会）他1名
コーディネーター：北村節子（読売新聞社）
参加費：無料
お問い合わせ：【事務局】読売新聞社調査研究本部内　TEL.03－3216－7736 FAX.03－3217－8337
共　催：読売新聞社
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女性関連施設等情報ネットワーク研究協議会（２月６日～７日）
会館をご利用いただいた方の声
今回、初めて国立女性教育会館を利用しました。熊谷市で開催される平成17年度第2回全国ソフト
テニス東西交流研修会（女子）に出場するため、インターネットを通して熊谷市周辺の宿泊施設を探
していました。国立女性教育会館のホームページを見て、安い料金と充実した施設を備えていること
がわかり、是非利用したいと思いました。
国立女性教育会館は、テニスコートが5面と、体育館等の体育施設も充実していることから、運動
部の利用にはもってこいの施設だと思います。宿泊施設もゆったりとしていて、生徒たちもゆっくり
と休むことができてよかったですね。女子中学生ということもあり、国立の施設を利用することで、
親御さんも安心されているようです。
北広島市立東部中学校ソフトテニス部 小谷洋史さん（12／26～28ご利用）
小谷洋史さん
2月3日ª、4日ºの1泊2日で、「節分 in 嵐山：節分行事
を楽しみ、健やかに春を迎えよう」を開催します。3日は、
「福はうち、鬼はうち、悪魔そと」という特徴的なかけ声
で行われる埼玉県嵐山町の鬼鎮神社の節分祭に参加し、翌
日は、埼玉県立歴史資料館の特別展示「まほろばの里・比
企－慈光寺とその周辺－」を見学します。いずれも学芸員
の解説付きです。
3月17日ª、18日ºの1泊2日で、食と栄養に関するプログ
ラムを女子栄養大学と連携して開催します。内容は、日々
の生活に必要な栄養学の知識と、それらを普及する場にお
ける女性たちの活動をとりあげます。詳細は会館のホーム
ページをご覧いただくか、事業課までお問い合わせ下さい。
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事業の実施報告
平成17年度実験プログラム
第4回「運動と健康」、第5回「北条政子の生き方」
10月7日から8日にかけて「運動と健康：運動を通して楽しく生きる」を開催しま
した。日本女子体育大学との共催で実施し、永島惇正学長はじめ計4名の講師によっ
て講義と実技が行われました。内容は、第1日は講義と運動「身体運動によるサクセ
スフルエイジング―元気に齢を重ねるために」、2日目は講義「スポーツの文化的享
受―楽しみ・健康・幸せ」、および、体育館での運動「やさしく楽しい―生き生きダ
ンス」でした。
11月5、6日には「北条政子の生き方：政子の生涯を学び、嵐山の歴史をたどる」を
開催しました。今回の日程は、会館を主会場に実施された地元嵐山町の秋祭りに合
わせました。第1日は野村育世講師による講演「北条政子の生き方」、2日目は、柳正
博講師による、埼玉県比企地方の民俗行事の紹介「比企のまつり」を実施しました。 ▲講義の様子
会館発「子育てネットワーク」の潮流、全国へ
子育てネットワークの役割と意義を考え、各地で行われている子育て支援に関す
る情報の交換や課題の解決を考える『子育てネットワーク研究交流協議会』を、大
分県、北海道、愛媛県、宮崎県で開催しました。市民が主体となって様々な機関や
団体・企業等と効果的なネットワークをどのように築くか、子どもや親の居場所・
遊び場づくり、思春期・青年期を見とおした子育て支援のあり方、男性（父親）の
参画、食育や安全など、家庭教育・子育て支援の活性化に関わる今日的な課題につ
いて、活発な討議と情報交換が行われました。
参加いただいた方々には、今後の活動の糧になるものと確信しています。また、
各地区の実行委員として活躍いただいた方々の努力には頭が下がる思いです。本当
にありがとうございました。
平成15年から会館をはじめ全国10都道府県14回にわたり実施してきた本事業の
趣旨は、のべ2,800名にのぼる参加者の皆様により全国へと波及し、本年度は福岡
県、岡山県でも自主財源で実施されるなど、着実な歩みをすすめています。
女性のエンパワーメント支援セミナー
11月29日∏～12月2日ªに、平成17年度「女性のエンパワーメント支援セミ
ナー」を実施しました。110名（女性87名、男性23名）の方々のご参加をいただ
きました。
本セミナーは「女性のエンパワーメント」の支援者としての資質・力量の向上を
めざし、プログラムは、参加者の課題解決に向けた大きなひとつの流れで構成しま
した。A国の施策・動向の理解と「女性のエンパワーメント」の必要性　B参加者
自身が抱える支援上の課題の明確化　C支援者として必要な専門的知識・実践的技
能の修得（コミュニケーションスキル、学習支援者の役割の理解、事業の企画の際
の留意点や有効な支援策の協議）D研修成果の振り返りと課題解決に向けた具体的
方策の考察等。
全国から集まった参加者同士の交流も深まり、「女性のエンパワーメント」支援者のネットワークが広がる貴
重な研修となりました。
女性のチャレンジ支援アドバイザー等研修
女性のチャレンジ支援を担う行政や女性関連施設の職員等を対象に、10月26日
πから28日ªまでの2泊3日で開催しました。
国の施策について内閣府男女共同参画局推進課からの説明のあと、「分野別チャ
レンジ支援の現状と課題」として、女性のチャレンジのニーズの高い再就職分野・
起業分野・NPO分野・農業分野・両立支援等について情報提供を行いました。
次に、チャレンジのモデル地域である埼玉県・京都府・兵庫県等などの事例提
供をもとに、参加者同士が活発な意見交換をしました。後半は、それぞれのコー
スに分かれて演習やワークショップをしました。
この研修では、参加者それぞれが自地域でチャレンジ支援を推進するための「チャレンジ・ネットワーク企
画書」を作成することとしました。前夜遅くまでパソコンに向かって作った企画書は、参加者にとってまさに
「宝の山」、地域に持ち帰って地域の女性のチャレンジ支援を推進していきますと力強く語っていました。
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▲子育てネットワークin北
海道2005
シンポジウム「思春期・
青年期までつながる子
育てネットワークの可
能性を探る」
▲文科省男女共同参画学習
課、清水課長の講義
午前（9：00～12：00） 午後（13：00～17：00） 夜間（18：00～21：00）
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国立女性教育会館施設利用料金及び利用受付期間の改定について
国立女性教育会館の施設利用料金は、平成14年4月に改定して以来4年間据え置きとしてきましたが、今般施設の充実
等を図るため下記のとおり料金改定を実施することとなりました。若干の値上げとなっておりますが、更なる利用者サー
ビスの向上を目指しての改定であることをご理解いただき、今後ともご利用いただきますようご案内いたします。
なお、今回の改定におきましては利用者区分を設けることとなりました。区分の詳細は次のとおりです。
《目的利用者》
以下の①～③のいずれかに該当する方は目的利用者となります。
①女性・家庭・家族、男女共同参画に関する学習、研修等を目的とした利用を行う方
②国立女性教育会館を利用する学習、研修の一部に女性・家庭・家族、男女共同参画に関するプログラムがある利用
を行う方
③国の機関及び地方自治体の女性・家庭・家族、男女共同参画に関するプログラムによる利用を行う方
例：女性団体・グループの総会、女性のキャリア形成についての学習会、地方自治体等女性リーダー養成研修、子育
て支援グループの集まり、親子体験学習、父親の子育て学習会、男女共同参画に関するゼミ合宿、ＰＴＡの研修
会、女性教育情報センターにおける資料閲覧・収集等
《一般利用者》
上記に該当する方以外は一般利用者となります。
※国立女性教育会館では、利用団体・グループのご要望に応じて、女性・家庭・家族、男女共同参画に関する学習や
プログラム相談等をお受けしています。
また、国立女性教育会館では、皆様にとってより使いやすい施設となるよう平成18年4月1日受付より利用申込受付期
間を次のように延長することとなりました。受付期間を延長することで、より一層学習や研修プログラムが立てやすくな
り、幅広いご利用が可能となります。
《目的利用者》①宿泊利用は、利用の12か月前の月の1日から利用の10日前まで
②日帰り利用は、利用の10か月前の月の1日から利用の10日前まで
《一般利用者》宿泊利用・日帰り利用にかかわらず、利用の10か月前の月の1日から利用の10日前まで
ご不明な点は、事業課事業係（電話：0493－62－6711）へお尋ねください。
平成18年10月１日利用分から下記料金が適用となります。
１．宿泊研修施設〔宿泊研修室については、１人１回（15時から翌日10時）当たりの料金〕
●宿泊研修室
国立女性教育会館施設利用における新料金表
施 設 の 種 類
施設の種類 利用定員 利用者区分
施 設 利 用 料 （ 1 室 当 た り ）
目的利用者
一般利用者
３００円
４００円
４００円
５００円
３００円
４００円
50人ミーティングルーム※
利用者区分 施設利用料（一人当たり）
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
２,４００円
３,０００円
２,２００円
２,８００円
２,０００円
２,６００円
２,２００円
２,８００円
２,０００円
２,６００円
洋室（シングル：バス・トイレ付）
洋室（ツイン：バス・トイレ付）
洋室（ツイン：トイレ付）
和室（2人用：バス・トイレ付）
和室（4～5人用：トイレ付）
●研修室（宿泊研修室に隣接）
※洋室ツイン及び和室2人用のシングルユースは200円増しとなります。
※ミーティングルームを21時以降利用する場合の施設利用料金は、延長１時間につき100円です。
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午前（9：00～12：00） 午後（13：00～17：00） 夜間（18：00～21：00）
施設の種類 利用定員 利用者区分
施 設 利 用 料（ 1 室 当 た り ）
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
４,７００円
５,７００円
１,６００円
１,９００円
５００円
６００円
３００円
４００円
１,１００円
１,３００円
８００円
９００円
４００円
５００円
４００円
５００円
３００円
４００円
３００円
４００円
８００円
９００円
２００円
２００円
１００円
１００円
６,２００円
７,５００円
２,２００円
２,６００円
７００円
９００円
５００円
６００円
１,５００円
１,８００円
１,０００円
１,２００円
６００円
７００円
５００円
６００円
３００円
４００円
３００円
４００円
１,０００円
１,１００円
２００円
２００円
１００円
１００円
４,７００円
５,７００円
１,６００円
１,９００円
５００円
６００円
３００円
４００円
１,１００円
１,３００円
８００円
９００円
４００円
５００円
４００円
５００円
３００円
４００円
３００円
４００円
－
－
２００円
２００円
１００円
１００円
602人
160人
40人
12人
150人
99人
48人
36人
30人
20人
30人
12人
4人
講　堂
会議室
研修室
マルチメディア研修室
控　室
２．研修施設
●研修棟
●実技研修施設
●体育施設
※陶芸用窯を利用する場合は、別途窯利用料が必要です。
注）プールについては、平成18年8月1日利用分から新料金が適用となります。
午前（9：00～12：00） 午後（13：00～17：00） 夜間（18：00～21：00）
施設の種類 利用定員 利用者区分
施 設 利 用 料（ 1 室 当 た り ）
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
目的利用者
一般利用者
５００円
６００円
４００円
５００円
５００円
６００円
３００円
４００円
１,２００円
１,３００円
６００円
７００円
５００円
６００円
７００円
８００円
４００円
５００円
１,６００円
１,７００円
５００円
６００円
４００円
５００円
５００円
６００円
３００円
４００円
１,２００円
１,３００円
50人
30人
30人
30人
─
音楽室
美術・工芸室※
調理室
試食室
日本家屋「響書院」
午前（9：00～12：00） 午後（13：00～17：00） 夜間（18：00～21：00）
施設の種類 利用者区分
施　　設　　利　　用　　料
適　　用
１人当たり
１面当たり
目的利用者
一般利用者
一般利用者
一般利用者
３,５００円
４,３００円
４,９００円 １,２００円
３００円
４,７００円
５,８００円
３,５００円
４,３００円
─
─
体育館
プール注
テニスコート
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事業の実施報告
国際女性情報処理研修
12月2日ª～11日∂までの10日間、日本を含むアジア・太平洋諸国の18か国から30名の研修生を迎え、「国
際女性情報処理研修」を実施しました。本研修は、女性情報に関する情報処理能力を高めるとともに、国際的な
ネットワークの形成をはかり、途上国の女性のエンパワーメントを支援することを目的とするもので、平成13
年度からの5か年計画の最終年となりました。
今年度のプログラムでは、それぞれの国の女性問題をテーマとしたリーフレッ
トまたはポスターの作成とウェブページ制作に取り組みました。さらに、日本の
女性の現状を知るための女性関連施設の見学を行い、会館の交流事業「女性の学
習国際フォーラム　災害と女性のエンパワーメント」へ参加し、研修成果をポス
ターセッションで披露しました。
また、ヌエックボランティアや嵐山町国際交流協会の協力を得て、地域との交
流をはぐくめたことも大きな成果でした。 ▲熱心に受講する研修生
五十田安希ひとり芝居「女優 松井須磨子」
「すばらしかった」「今後もこのような催しを…」など、感動的な反響をたくさんい
ただいた五十田安希さんの公演、ひとり芝居『女優　松井須磨子』が12月11日、会館
の大講堂（定員602名）を満席にし大盛況のうちに幕を閉じました。
会館職員と同ボランティアの有志21名が実行委員会を組織し企画、運営しました。
事業の成功を目標に両者が文字通り“車の両輪”となり、カーブやデコボコ道も走りぬ
けました。実行委員たちはこれまでに培ってきた経験とネットワークを十二分に発揮
し、結果、近隣の地域社会との連携・協力を得ることができました。
五十田安希さんと松井須磨子、ふたりの女性の生き方を重ねたテーマ設定は会館ら
しく、一般新聞の案内記事や募集記事も追い風になり、これらが響きあい成功したと思います。今回の企画をとおし今
後についての糸口もつかむことができたのも大きな成果でした。（ひとり芝居実行委員、会館ボランティア 宮本紀子）
女性の学習国際フォーラム「災害と女性のエンパワーメント」
12月10日ºから11日∂にかけて、「災害と女性のエンパワーメント」をテーマ
に、「女性の学習国際フォーラム」を開催しました。
10日の午前中にはプレナリーセッションとして、清原桂子兵庫県理事、ジー
ン・デカナ国連婦人開発基金東・東南アジア地域事務所長、松野明久大阪外国語
大学教授、日本インドネシアNGOネットワーク代表の3名による基調講演があり
ました。午後には3つの分科会（「災害におけるジェンダーの視点」「被災地の女
性～一人一人のエンパワーメントのために～」「災害復興における女性の参画」）
に分かれ、報告・討議が行われました。
11日には、ノルマ・スサンティ人道のための女性ボランティア ヒーリング・プログラムマネージャー、シェ
リル・アンダーソンハワイ大学災害・気候・環境プログラムディレクター、ジェンダーと災害ネットワーク、
池田恵子静岡大学助教授、大島煦美子ú新潟県女性財団理事長、ú新潟県中越大震災復興基金理事、松野明久
教授の5名の国内外の専門家をパネリストとし、また相川康子神戸新聞社論説委員をコーディネーターとして、
「男女共同参画による防災・減災・復興・支援戦略とは」と題してシンポジウムを行いました。
152名の参加者を得て、2日間を通じて活発な意見交換が行われ、実りの多いフォーラムとなりました。
▲２日目のシンポジウム
▲公演の一場面
11月末日現在、71名のボランティアが活動しています。英会話教室の開催やひ
とり芝居実行委員会の結成・事業の実施など、ボランティア同士が主体的につな
がり合い、それぞれの持ち味を生かし合いながら、活発に活動しています。
12月25日には、有志の手によりクリスマスコンサートが開催され、約35名の参
加者がラテンバンドの演奏に合わせて歌ったり踊ったり、互いに持ち寄ったお料
理やお菓子に舌鼓を打ちながら、親睦を深めました。
このような心の響き合う機会は、同じ思いをもって会館に集うボランティアにと
って、今後の活動への大きなエネルギーになるものに違いありません。それを証明するかのように、活動実績
も前年比158%と飛躍的に増えています。今後もボランティア同士で、また会館職員ともつながり合い響きあっ
て、より良い会館づくりのパートナーとして活動を活発化していって欲しいと思います。
つながり合い、響きあって活発化するボランティア活動
ボランティアコーナー
▲会館ボランティアによる
受付の様子
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平成17年12月27日の閣議で政府は男女共同参画の実現に向けて平成18年度からの5年間の
基本方針と施策をまとめた「男女共同参画基本計画（第二次）」を決定しました。平成12年に
出された基本計画の中で使われていた「ジェンダー」（社会的・文化的に形成された性別）と
いう用語をめぐって議論されていましたが、「男女共同参画基本計画（第二次）」の中でも「社
会的性別」（ジェンダー）として使用されています。
基本計画では「政策・方針決定過程への女性の参画の拡大」「男女共同参画の視点に立った
社会制度・慣行の見直し」など12の重点分野を掲げ、平成32年までを見通した長期的な政策
の方向性と22年までに実施する具体的施策が示されています。例えば「2020年までに指導的
地位に占める女性の割合が少なくとも30%程度になるように期待する」「概ね平成26年度まで
に育児休業取得率を男性10%、女性80%にすることを目指す」など数値目標も設定されてい
ます。国立女性教育会館については「男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学
習の充実」の中の「男女共同参画の形成に資する調査研究等の充実」、「エンパワーメントのた
めの女性教育・学習活動の充実」など4か所に名称が挙げられており、今後ますます男女共同
参画社会を目指した事業展開をしていくことが重要だと考えております。
男女共同参画基本計画
ことばの基礎知識
調査研究・事業報告・資料の作成
意欲のある女性が「いつでも、どこ
でも、だれでも」チャレンジできる社
会の実現に向け、政府では子育て後の
女性の再チャレンジを支援するため、
去る12月16日に「女性の再チャレン
ジ支援プラン」（女性の再チャレンジ
支援策検討会議）を決定しました。
放送大学ではいち早く、女性のライ
フプランニングに役立つ科目をまとめ
た再チャレンジ応援リーフレットを作
成しました。
子育てが一段落したら何かしたいと考えている方などにお勧めする科目の例を集めた内容
で、全国の学習センターで配布しています。
合わせて放送大学のホームページ（http://www.u-air.ac.jp/)でも紹介していますので、一度
ご覧ください。（文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課）
女性の再チャレンジを支援 ～放送大学～
平成15年8月に「男女共同参画統計データブック2003」を刊行して以来、改訂版の作成が
求められていました。NWECでは研究委員会を組織してデータの更新と新しい課題に対応した
データを収集してきましたが、まとまりましたので「男女共同参画統計データブック日本の女
性と男性2006」として刊行することになりました。構成は「人口」「家族と世帯」「労働力と
就業」「生活時間、無償労働」「家計と資産」「教育と学習」「健康・保健」「社会保障と社会福
祉」「安全、犯罪と暴力」「意思決定」等、前回と同様12章構成ですが、内容を見直し充実を
図るとともに、要望の高かった都道府県別データも加えパワーアップしております。3月の半
ばに発売する予定ですのでぜひご活用ください。
「男女共同参画統計データブック2006」の刊行
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○会館に関する事がマスコミ等に取り上げられたものを紹介します（10月～12月）。
b週刊東洋経済　10／１
『ザ・トーク』のページで神田理事長が「災害と女性」について、今こそ真剣に議論を、と問題提起。「災害が起こ
ると被害は真っ先に弱者に行く。新潟県中越地震では実際にトイレ、授乳、管理職として働く女性が職場と家庭の狭
間で辛い思いをした」等々。この件では会館で12月に行われる「災害と女性のエンパワーメント」と題した国際フォ
ーラムの開催を紹介（フォーラムの様子は本誌7ページに詳細）。
b毎日新聞　11／24夕刊
『人・模・様』の欄に「災害時のジェンダー解消を」と題し神田理事長のインタビュー
b朝日新聞（埼玉マリオン）11／21、神戸新聞　11／27、埼玉新聞　12／７
国際フォーラム「災害と女性のエンパワーメント」の告知、参加者募集
b埼玉新聞　11／12、毎日新聞（地方版）11／24、読売新聞（地方版）11／29
五十田安希さんのひとり芝居「女優　松井須磨子」の告知、参加者募集
国立女性教育会館は、開館当初から女性に関するデータ・情報の不足の解消に取り組
み、『統計にみる女性の現状』の刊行（昭和62年～平成12年）、統計データベースの開
発とそのWebでの公開・更新、そして平成15年からは『男女共同参画統計データブッ
ク』の刊行等を行ってきました。
このたびその活動が認められ、日本統計協会から「統計活動奨励賞」を受賞いたしま
した。この賞は「統計に関する活動への積極的な取組みを奨励し、我が国統計の進歩発
展に寄与する」ことを目的として、平成11年度に創設されたものです。
11月24日に授賞式が行われ、神田理事長が代表して表彰状を授与されました。
国立女性教育会館は、これからも、男女共同参画社会形成に資する統計の整備・充実
と、利用しやすい形での提供に努めてまいります。データベースやデータブックをどうぞご活用ください。
話題になりました
トピックス
統計活動奨励賞受賞
▲ 受賞スピーチをする神田理事長
1月11日π、女子栄養大学の香川芳子学長を会館にお迎えして、連携協定の調印式を
行いました。協定書にサインを済ませ、神田理事長と固い握手を交わした後、香川学長
から「栄養と健康はいのちに関わる大切な分野。このことに取り組んでいる本学を最初
の連携先としていただいたことを光栄に感じています。」とのお言葉をいただきました。
会館が他機関と文書で協定を結ぶのは初めてのことで、連携・協力の内容として、女
性教育の振興・発展に関する講師等の相互派遣、情報の相互提供、女性の人材育成に関
する共催事業の企画・実施などを定めています。
さっそく、3月17日ªから18日ºに「食と健康」に関する連携プログラムの開催が決
定しているほか、食育の観点からも事業展開を図っていきたいと考えています。
女子栄養大学と連携協定調印式
▲女子栄養大の香川学長
（左）と神田理事長
11月22日π、「会館」の神田道子理事長が、お茶の水女子大学の創立130周年記
念式典で同大学から名誉博士称号をいただきました。これは神田理事長が同大学の
卒業生であり、女性のリーダーとしての活躍や研究者としてその功績が認められた
ものです。授与式の後、理事長は「男女共同参画社会の形成と女性教育」と題して
特別講演を行いました。
同大学から「名誉博士称号」の授与は理事長で7人目ですが、これまでに元国連
難民高等弁務官の緒方貞子さん、生命科学者の柳澤桂子さんらに授与されています。
神田理事長、お茶の水女子大学より「名誉博士称号」
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会館の木々が赤や黄色にお色直しをしている10月31日、嵐山町立菅谷小学校2
年生103名が、国立女性教育会館の見学に来ました。
生活科の授業「町ともっとなかよくなろう」で、町にある公共の施設である国立
女性教育会館を訪ね、施設の様子を見聞し、そこで働く人や利用する人と関わるこ
とをねらいとした体験学習です。
各施設をまわり、職員の説明を熱心に聞いてはメモを取り、積極的に質問をして
いました。「おうちの人と一緒に、また、ヌエックへ行こうと思いました。」の感想
を聞いて、職員も笑顔でした。
菅谷小学校2年生の会館見学
▲職員の説明を聞く子どもたち
寄附者名（敬称略） 寄附月 寄附の目的
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●利用案内
※ 休館日（平成18年2月～平成18年9月）
2月13日∑・20日∑　　05月08日∑・15日∑　　08月07日∑・21日∑
3月06日∑・31日ª　　06月05日∑・19日∑　　09月04日∑・19日∏
4月17日∑・31日ª　　07月03日∑・18日∏
注）A休館日前日の宿泊と当日の朝食は御利用いただけます。
B休館日も電話・FAX・E-mailによる申込の受付や利用相談などは行っています。
C会館ホームページではいつでも施設の空き状況等が御覧になれます。
申込専用電話：0493－62－6723 ファクス：0493－62－6720 ホームページ：http://www.nwec.jp/
●寄附金のお願い
ヌエックではより充実した業務遂行のための経費に充てるため、
寄附金を含む外部資金を受け入れております。今後とも事業の充実、
運営の改善及びサービスの向上に努めてまいりますので、皆様方の
暖かいお篤志を賜りますよう何とぞよろしくお願い申し上げます。
●主な利用団体（平成17年10月～12月）
●寄附金受け入れの報告
10月
14日～15日
19日～10日
14日
19日
20日
24日～30日
24日～25日
26日
27日
28日
31日
11月
13日～17日
佐久市女性リーダー養成研修
財団法人埼玉県母子寡婦福祉連合会
JA埼玉県女性協食の安全部会
東松山市連合婦人会
坂東市男女共同参画課
第43回地方自治体女性管理監督者研修会
財団法人東京子ども図書館お話の講習会
加須市女性センター
菅谷班教育委員会音楽部
嵐山子ども音楽祭（第10回）
嵐山町立菅谷小学校
日本スリーデーマーチ
16日
18日
18日
11日～13日
15日
18日
22日
25日～26日
28日～30日
12月
13日
16日
11日～12日
嵐山まつり
加須市女性団体連絡協議会
JICA男女共同参画推進セミナー
北京JAC第10回全国シンポジウム
群馬県群馬郡社会教育委員連絡協議会
財団法人女性労働協会　女性と仕事の未来館
埼玉県教育局生涯学習部人権教育課
特定非営利活動法人男女共同参画おおた
韓国両性平等教育振興院及び韓国女性省
原町市高平婦人会
東松山アグリ女性埼玉
全国女性教育懇話会
編 集 後 記
ヌエックニュース第112号
平成18年1月25日発行
編集発行　国立女性教育会館
〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728
@0493-62-6711（代表）
FAX.62-6722（総務課）62-6720（事業課）
62-6721（情報課）62-9034（研究国際室）
ホームページURL http://www.nwec.jp/
E-mail webmaster@nwec.jp
この紙は再生紙を利用しています。
b「暖冬」の予測から一転、厳しい寒さと大雪が続いている日本列
島。昨冬は12月に入ってまもなく咲き始めた会館の大きな紅梅
の木、この冬は年が明けても咲く気配すらありません。
b大手百貨店の初売りが好調で福袋や高額商品が売れ、前年比2桁
増のところも……。「何が出るかお楽しみ」といった神秘性はな
くなりつつある福袋、中身の選定は各社腕の見せ所といえます。
b「春の来ない冬はない」。厳しい冬を乗り越えて迎えた春ほど感
動的です。会館でも男女共同参画社会の推進に向け、そんな春が
ぎっしり詰まった福袋を用意し職員一同、心を新たにしています。
ウィメンズショップ パッチワーク 平成17年12月 会館の活動促進
●展示コーナ （ー1月～3月）
「人身取引のない世界へ」
21世紀を迎えた今も、巧妙な人身売買が横行し、日本は「監視対象国」に指定
されるなど、取組の遅れを指摘されています。人権を守るためには何が必要かを
考える資料を、１階エントランスホールに展示中ですので、是非ご覧ください。
＊展示資料例　「人身売買をなくすために：受入大国日本の課題」
「ドメスティック・バイオレンスと人身売買：移住女性の権利を求めて」
「日本における人身売買の被害に関する調査研究：報告書」
・展示のリストはホームページに掲載しています。http://winet.nwec.jp/database/page04.php
◎寄附金に対する問い
合わせは総務課へ
一定の金額までの寄
附金については、法
人及び個人の場合と
もに税法の規定によ
り所得から控除され
ます。
